
- 1 - 
 

令
和
四
年
度 

正
解
・
解
答
例
｟
出
題
意
図
等
｠ 

  
 
 

国
語 

 

「
国
語
」
の
出
題
意
図 

  

中
等
教
育
段
階
ま
で
に
身
に
付
け
て
き
た
、
国
語
を
適
切
に
表
現
し
的
確
に
理
解
す
る
能
力
を
評
価
す
る
。
ま
た
、
思
考
力
、
想
像
力
、
言
語
感
覚
、
言
語
文
化
に
対

す
る
関
心
に
つ
い
て
も
、
評
価
の
範
囲
と
す
る
。 

 

「
現
代
文
」
に
お
い
て
は
、
人
間
の
生
き
方
、
自
然
と
人
間
の
つ
な
が
り
、
社
会
と
人
間
の
つ
な
が
り
、
芸
術
・
文
学
、
文
化
・
文
明
、
言
語
な
ど
に
関
す
る
文
章
を

取
り
上
げ
、
筆
者
の
独
自
な
考
え
を
読
み
取
り
、
科
学
的
、
論
理
的
に
思
考
し
、
表
現
す
る
力
を
問
う
。 

 

古
典
｟
「
古
文
」「
漢
文
」｠
に
お
い
て
は
、
古
典
の
本
質
的
な
価
値
や
古
典
享
受
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
適
し
た
文
章
を
取
り
上
げ
、
古
人
の
も
の
の
見

方
・
考
え
方
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
、
作
品
を
支
え
て
い
る
時
代
・
社
会
・
文
化
な
ど
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
、
古
典
特
有
の
構
成
・
展
開
、
文
語
の
き
ま
り
、
訓

読
の
き
ま
り
、
な
ら
び
に
語
句
の
意
味
・
用
法
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
、
を
評
価
の
観
点
と
す
る
。 

 

な
お
、
解
答
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
を
評
価
す
る
。 

 
 

・
問
題
文
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
正
確
に
読
み
取
り
、
理
解
し
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
の
意
図
に
沿
っ
て
表
現
し
て
い
る
か
。 

 
 

・
指
示
さ
れ
た
字
数
で
設
問
の
意
図
に
沿
っ
て
文
中
の
語
句
を
使
い
、
的
確
・
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
か
。 

 
 

・「
主
語―

述
語
」
の
き
ち
ん
と
呼
応
し
た
文
に
な
っ
て
い
る
か
。 

 
 

・
接
続
表
現
の
使
い
方
は
適
切
か
。 

 
 

・
誤
字
・
脱
字
が
な
い
か
、
な
ど 

 

一 

現
代
文 

 

問
題
文
は
、
動
物
倫
理
を
め
ぐ
る
現
代
の
代
表
的
な
議
論
の
中
か
ら
、
「
功
利
主
義
」
「
義
務
論
」
「
徳
倫
理
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
を
展
開
し
て
い
る
、
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シ
ン
ガ
ー
、
レ
ー
ガ
ン
、
ハ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
各
論
者
の
議
論
を
紹
介
し
、
三
者
の
相
違
点
と
共
通
点
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
功
利
主
義
」
「
義
務
論
」

「
徳
倫
理
」
に
基
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
を
把
握
し
た
う
え
で
、
筆
者
の
論
旨
を
読
み
取
り
、
設
問
の
意
図
に
沿
っ
て
適
切
に
表
現
す
る
力

を
問
う
。  

 

問
一 

文
脈
上
の
意
味
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
に
合
っ
た
適
切
な
漢
字
の
読
み
書
き
が
正
確
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 
 問

二
｟
一
｠ 

「
功
利
主
義
」「
義
務
論
」「
徳
倫
理
」
に
基
づ
く
動
物
の
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
相
違
点
を
把
握
し
な
が
ら
、
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 
 問

二
｟
二
｠ 

「
工
場
畜
産
」
に
つ
い
て
、「
動
物
の
も
つ
内
在
的
な
能
力
」
に
注
目
し
た
場
合
と
、「
行
為
者
で
あ
る
人
間
の
性
格
と
い
う
側
面
」
に
注
目
し
た
場
合
に

つ
い
て
、
論
理
構
造
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 
 問

三 

動
物
を
倫
理
的
配
慮
の
対
象
と
見
な
す
シ
ン
ガ
ー
や
レ
ー
ガ
ン
の
動
物
理
解
を
簡
潔
に
提
示
し
た
上
で
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
食
肉
を
肯
定
す
る
動
物
理
解
に
つ

い
て
、
論
理
構
造
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

二 

古
文 

  

江
戸
時
代
の
随
筆
で
あ
る
本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
か
ら
国
に
て
孔
丘
が
名
を
忌
む
こ
と
」
を
題
材
に
し
て
、
古
文
の
基
本
的
な
読
解
力
を
問
う
。

本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
設
問
の
意
図
に
沿
っ
て
適
切
に
表
現
す
る
力
を
問
う
。 

 

問
一 

傍
線
部
に
含
ま
れ
る
重
要
語
句
の
意
味
や
用
法
に
つ
い
て
正
確
に
理
解
し
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
に
現
代
語
訳
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

問
二 

本
文
の
文
脈
を
把
握
し
た
上
で
、
指
示
語
の
内
容
を
補
い
、
助
動
詞
や
古
語
の
意
味
を
押
さ
え
て
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 
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問
三 

本
文
の
文
脈
を
把
握
し
た
上
で
、
指
示
語
の
内
容
を
補
い
、
古
語
の
意
味
を
押
さ
え
反
語
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
で
き
る
か
ど
う
か
を

問
う
。 

 

問
四 

筆
者
本
居
宣
長
が
、
清
朝
に
お
け
る
孔
子
に
対
す
る
避
諱
の
事
例
を
通
し
て
中
国
人
の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
本
文
全
体
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
う
え
で
正
確
に
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

三 

漢
文 

  

司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
中
の
文
章
を
題
材
に
し
て
、
漢
文
の
基
本
的
な
知
識
及
び
読
解
力
を
問
う
。
王
烈
の
教
化
を
受
け
た
盗
人
の
行
動
の
変
化
を
正
確
に
読
み
取
れ

る
か
ど
う
か
に
着
眼
し
て
出
題
し
た
。 

 

問
一 

問
題
文
全
体
の
内
容
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
上
で
、
指
示
語
の
内
容
を
正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

問
二 

冒
頭
の
事
件
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
上
で
、
傍
線
部
に
含
ま
れ
る
漢
文
の
慣
用
表
現
を
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

問
三 

布
を
盗
人
に
贈
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
王
烈
の
発
言
を
正
し
く
読
み
取
り
、
指
定
字
数
の
範
囲
内
で
ま
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

問
四 

漢
文
書
き
下
し
に
必
要
な
基
本
的
事
項
お
よ
び
漢
文
の
慣
用
表
現
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 

 

問
五 

「
事
」
が
表
す
老
人
の
剣
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
正
確
に
把
握
し
、
適
切
な
表
現
を
用
い
て
現
代
語
訳
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
。 


